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W08a 国際宇宙ステーション搭載MAXI用ガススリットカメラ (GSC)の開発の
現状
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国際宇宙ステーションに搭載される全天 X線監視装置MAXIは、2008年度に打ち上げが予定されており、現
在フライト品の試験や解析ソフトウエアの開発が進められている。
MAXIに搭載される 2種類のX線検出器のうち、ガススリットカメラ (GSC)は 12台の位置検出型比例計数管
をコリメータおよびスリットと組み合わせた X線検出器である。GSCの回路部については、この春に FM化を
行い、打ち上げに向けて性能評価、動作試験、環境試験が行われてきた。またセンサ部については環境試験を行
うとともに、取得した較正データを整理し、解析ソフトウエアで使用するためのデータベースの構築進めている。
本講演では、GSCの各種環境試験の結果、GSC回路部の性能について報告する。
MAXIの目的のひとつは全天をモニタし、突発天体や変動天体を発見して速やかに通報することである。従っ
て、突発天体の位置を即時に、しかも精度良く決めるためのソフトウエアの開発は重要である。一方で、MAXI
はモニタ観測を行うX線検出器としては、これまでの検出器に比べ概ね一桁良い感度をもつため多数の弱いX線
源の発見が期待される。このように微弱な天体は長時間の観測でようやく検出できるため、長期間にわたって観
測されたデータを適切に足しあわせることも必要になる。本講演では上記の思想に基づいたソフトウエアの開発
状況や、較正情報データベースの構築状況についても併せて発表する。


